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各 派 代 表 者 会 議 会 議 録 

                                            日時：平成２６年６月２０日(金) 

           午前11時00分～午前11時57分 

                                           場所：議会会議室 

 

出席者  

伊東  英議長、山本半治副議長  

創政会  榊原伸行議員、至誠会  新美保博議員、  

志民ネット  小出義一議員、公明党  山田清一議員、  

日本共産党  松本如美議員、  

 事務局長  竹内健、議事課長  山本兼弘、主事  堤友香   

 

協議題１  議員全体勉強会について  

○伊東  英議長  

 議員全体勉強会については、予算が年６回程度開催とし、講師謝金 25,000

円と交通費を予算要求しています。この勉強会について、各会派で開催したい

内容があれば、希望をききます。私の方から１点、建設産業委員会において、

街づくりについて、調査・研究をしているおり、建設産業委員会だけでなく、

議員全体の共通の認識として半田市のまちづくりを勉強したい、という考えで

２回程度勉強会をやりたいと思っています。  

その次に希望としては日本福祉大学の千頭先生から、市民協働についてご教

授いただきたいという腹案を持っています。このことも踏まえて各会派に持ち

帰り、検討していただき、提案してもらいたいと思います。少し慌てますが２

月ごろまでに終えたいと思いますので、希望があれば今月中にお願いします。 

 また、街づくりの勉強会を開催することについては、本日協議したいと思い

ます。  

○榊原伸行創政会代表  

 議長の方へ事前に申し入れをさせていただき、日程も近いので、段取りもこ

ちらでいたしました。７月９日、午後３時 30分から、講師は長浜街づくり株式

会社の吉井茂人氏です。次のようなメッセージをいただいています。まちづく

りは人と人との信頼関係が絶対条件であり、信頼関係を築くには現場で共に考

え汗をかくことと思われる。そして様々な人的ネットワークの構築が必要であ

る。ということでした。これをテーマに話をしていただけるということで、こ

れはぜひ建設産業委員会だけでなく、議員全体の研修会としてぜひお願いした

いと思います。  

○伊東  英議長  

 今、創政会代表から申し出のありました、街づくりの勉強会について、日程

がかなりタイトになっていますので、ご意見をいただきたいです。  

○新美保博至誠会代表  

 この時期にこの話し合いをすることを考えなければならない。なぜかという

と、勉強会の予算をとっているのであればいつ頃、何をやるのかということは

決めておかなければならないこと。７月９日もばたついているし、今後５回開

催することも、いつやるのかという話になってくる。ここは反省をしなければ

ならないことです。  
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 例えば吉井先生が２回、千頭先生が１回やるとすると、６回のうちの３回は

決まっている。残り３回について相談してくることなのか、市民協働は議長と

しての一案なのか。６回のうち何回分を考えてくるのか。いつまでにやるのか。 

○伊東  英議長  

 私の思いとしては市民協働についても２回開催したいと思います。日程はか

なりタイトになっていますので、月２回行う時もあると思いますので、予定を

していただきたいと思います。会派では後の２回をどうするかご協議いただい

て、また各派代表者会議で揉む形でいかがでしょうか。  

○榊原伸行創政会代表  

 たまたま私が建設産業委員長も拝命していますので、このような提案をしま

したが、他の常任でもテーマに沿ってやっているので、意見を聞いてほしいと

いう要望が１点、議長提案の市民協働についてですが、知多５市の議長会で具

体的にどのような内容となりますか。  

○伊東  英議長  

 昨年は議員全員を招集して知多５市議長会の研修を行いましたが、今年は議

長、副議長のみの参加です。市民協働については行政が盛んに言って推し進め

ていますが、議員としてもその意味をきっちりと把握して、市民協働を進める

ためにはいかなる法則があるか、などを学んでいきたいと思います。２回程度

と言いましたが、１回にして、謝金 25,000円という制限がありますが、各常任

委員会から要望がでれば、そういうことも視野に入れて代表者会議で検討して

いきたいと思います。  

○新美保博至誠会代表  

 代表者会議で内容まで決める必要はないと思う。各常任委員会で１回とか、

特別委員会で１回とかそういう枠取りだけで、中身はそれぞれで決めてもらう。

例えば常任委員会でもういいよ、という委員会があって、他の委員会に譲る、

ということであれば、それはここで了承をもらうくらいでいいと思います。  

 日本福祉大学を２回やるということは、正副議長は４回聞くのか。  

○伊東  英議長  

 ３回です。  

○新美保博至誠会代表  

 建設産業委員会が吉井先生のところを尋ねれば、この２回とは別に、３回４

回聞く話になる。政プロが平成 27年度に事業評価をある程度改良したものにし

たいと言ったときに、作業部会が考えたことをやるというよりも、一度全体意

識の中でまとめた方がいいだろう、という動きとするならば、事業評価につい

て、後先生の話を１回聞いただけでなく、もう１回聞いてから、モデルチェン

ジをした方がいいというのもあるの。３常任に特別委員会が２つ。政プロ、こ

の６回でつじつまがあうのかなと。その場合の枠取りぐらいに留めておかない

と、みんなの負担にならないか。  

○松本如美日本共産党  

 いまの至誠会の提案で基本的にはいいと思います。ざっくり枠をとっておい

て、各委員会でいいなと思えば提案して、譲り合いもあっていいと思います。 

今の、建設産業委員会のテーマで２回、千頭先生の話も了承します。ただ、建

設産業委員会だけで聞く中身との切り口をしっかりしておいてもらって方が

いいというのが１点と、建設産業委員会が１つの動きを作っている中で、２回

目を後の方に持ってくるより、並べていただいた方が建設産業委員会の動きと

合わせて、理解がしやすいというのもありますので、２回目は早めに設定して
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もらうといいなと思います。委員会でも話を聞くと３回聞くことになりますが、

同じような切り口ではあまり意味がないと思います。千頭先生との関係も、今

市がやっているから議会がどのように動くか、どのように協力するかというの

は、賛成しません。市民協働を議会としてどう捉えるか、市民協働のあり方あ

るいはしくみ、全国の取り組み事例、など一般論といいますか、そもそも論の

切り口が欲しいと思います。  

○新美保博至誠会代表  

 街づくりと市民協働が挙がっていますが、事業評価についても勉強したいと

思いますので、後先生を提案いたします。  

○小出義一志民ネット代表  

 常任委員会ででている話ですが、スマートウェルネス構想というのを、筑波

大学人間総合科学研究科の久野譜也先生のお話を聞きたいと文教厚生委員会

で動いていると聞いています。同じような形で招くことができれば勉強会を開

催していただきたいと思います。  

○伊東  英議長  

 筑波大学の先生を 25,000円で呼べますか。  

○小出義一志民ネット代表  

 まだそこまでは話をしていません。検討していただければと思います。  

○伊東  英議長  

 それは委員会で視察へ行って、そういう話を聞いて来れば済む話ではないで

すか。あくまで、半田へ呼ぶ話ですので、委員会ごとでもそうですが、十分頭

に入れて提案していただかないと無理があります。  

○新美保博至誠会代表  

 ここに呼ぶというのがわからない、文教が視察のテーマにすればいい話では

ないか。  

○松本如美共産党代表  

 単純に呼びたいから呼ぶのではなく、テーマとセットで、それはみんなで聞

いた方がいい、とか委員が行って勉強してきた方がいい、と判断しないと、テ

ーマはテーマ、勉強会は勉強会でやりたいというと、それこそ、ぐちゃぐちゃ

になるから、これはテーマを深める為に聞くけれども、みなさんで聞いておく

といいというくらいの観点でやらないといけないと思います。  

○伊東  英議長  

 常任委員会が入ってくることはやぶさかではありませんが、議員全体の勉強

会の趣旨からすると、少し違うと思います。  

 議員勉強会としては街づくりで２回、１回目は７月９日ということで時間が

ありませんが、よろしいですか。  

 

【「はい」と呼ぶ声あり】  

 

○伊東  英議長  

 開催日が迫っているので、これを公務としていいのか。欠席する方もお見え

になると思います。この辺の取り扱いをどうしましょう。  

暫く休憩します。  

                        午前 11時 40分  休憩  

                        午前 11時 43分  再開  
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○伊東  英議長  

 ７月９日の勉強会については、あくまで公務ですが、周知の期間が短くなっ

てしまったことから、欠席せざるを得ない方もいるかと思います。今回に限り

は公務ではありますが、欠席届を出していただければ、それを認めます。  

 あとの勉強会は事業評価と市民協働についてということで行いたいと思い

ますが、日程を決めて進めたいと思います。例えば、日程を早めにとれれば代

表者会議を開催し、お知らせして進めたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。  

○竹内健事務局長  

 ２点確認です。７月９日の議員勉強会は公務扱いで、欠席される場合には欠

席届が必要であるが、理由については問わないということです。公務ですので、

ＨＰに掲載されますのでその点を協議お願いします。  

 筑波大学の久野譜也先生、関西大学の稲沢先生、事業評価の関係で後先生、

の３人の講師案がでました。講師料については聞いてみないとわかりませんの

で、確認する必要があります。今現在、街づくりで２回、市民協働で２回、と

すると予算的には２回しか呼べません。今希望が３人出ていますので、その中

で絞ってほしいというのが事務局の希望です。  

○伊東  英議長  

 欠席をＨＰに掲載することはどうですか。  

○松本如美共産党代表  

 載せればいいと思います。予定も変更できるものは変更して出席していただ

きたいですし。  

○竹内事務局長  

 昨年度議運にて欠席届の様式を変え、ＨＰには、私用、出産、忌引、傷病等

掲載しています。  

○伊東  英議長  

 暫く休憩します。  

                         休憩  午前 11時 45分  

                         再開  午前 11時 48分  

○伊東  英議長  

 会議を再開します。先ほどの７月９日の勉強会につきましては、公務扱いと

し、欠席する方は届け出を出してもらい、ＨＰにも掲載します。  

○小出義一志民ネット代表  

 先ほど文教のテーマでという話をさせてもらいましたが、文教の費用でやれ

ない話ではなく、他の候補となっている先生の方が議会全体でみると有益だと

思いますので、そのような対応でお願いします。  

○伊東  英議長  

 それでは稲沢先生、後先生、千頭先生に事務局より連絡を取ってもらいます。 

○新美保博至誠会代表  

 どの先生とどういった段取りで進めているのか、実務担当はどうなっている

のか。まちづくりの講師については建設の事務局がやることになるかもしれな

い。千頭先生、後先生はだれがやるか、ということになると、どこかの委員会

のテーマというのがわかった方がいいのではないか。  

○竹内  健事務局長  

 各委員会という区分けではなく、窓口に課長となって、実務的な部分は事務

局で割り振りをして行います。  
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 今、おっしゃられた講師については早急に確認をします。了解が得られれば

いいですが、条件が合わなかった時には、議長に報告し、議長から必要な会議

の開催等、がされると思います。  

○伊東  英議長  

 まだ確定がしていない話ですので、必要に応じ代表者会議を開催して協議し

進めていきたいと思います。よろしくお願いいたします。  

 以上で各派代表者会議を終了します。  

                         閉会  午前 11時 57分  

 


